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議案第７４号 

川崎市墓地条例の一部を改正する条例の制定について 

 

議案第７５号 

川崎市霊堂条例の一部を改正する条例の制定について 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

建 設 緑 政 局 



 

川
崎

市
墓
地

条
例
の
一

部
を
改

正
す

る
条

例
新
旧

対
照
表
 

 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

○
川

崎
市
墓

地
条
例
 

○
川

崎
市
墓

地
条
例
 

昭
和

3
1
年
３

月
3
0日

条
例
第
５

号
昭

和
31
年
３

月
3
0日

条
例
第
５

号

目
次
 

目
次
 

第
１

章
 
総

則
（
第

１
条
～
第

９
条

）
 

第
１

章
 
総

則
（
第

１
条
～
第

９
条

）
 

第
２

章
 
埋

葬
場
所

及
び
碑
石

、
形

像
等

の
設
置

場
所
（
第

1
0
条

～
第

1
7
条
）
 

第
２

章
 
埋

葬
及
び

碑
石
、
形

像
類

の
設

置
場
所

（
第

10
条
～

第
1
7条

）
 

第
３

章
 
雑

則
（
第

1
8
条
～
第

2
1
条

）
 

第
３

章
 
雑

則
（
第

1
8
条
～
第

2
1
条

）
 

附
則
 

附
則
 

第
１

章
 
総

則
 

第
１

章
 
総

則
 

（
設

置
）
 

（
設

置
）
 

第
１

条
 
墓
地

、
埋

葬
等
に
関

す
る

法
律

（
昭
和

2
3
年
法
律

第
4
8
号
）

に
よ
る

埋
葬
又
は

埋
蔵

の
施
設

と
し
て

本
市
に
墓

地
を

設
置

す
る
。
 

第
１

条
 
墓

地
、
埋

葬
等
に
関

す
る

法
律

（
昭
和

2
3
年
法
律

第
4
8号

）
に

よ
る

埋
葬
又
は

埋
蔵

の
施
設

と
し
て

本
市
に
墓

地
を

設
置

す
る
。
 

２
 

墓
地
の
名

称
、

位
置
及
び

形
式

は
、

次
の
と

お
り
と
す

る
。
 

２
 

墓
地
の

名
称
、

位
置
及
び

形
式

は
、

次
の
と

お
り
と
す

る
。
 

 
名

称
 

位
置
 

形
式
 

 
 

名
称
 

位
置
 

形
式
 

 

 
川

崎
市

緑
ケ

丘
霊
園
 川

崎
市

高
津

区
下
作

延
1
,
24
1
番

地
 
一

般
墓

所
 

 
 

川
崎

市
緑
ケ

丘
霊
園
 川

崎
市

高
津

区
下
作

延
1
,
24
1
番

地
 

一
般

墓
所
 

 

 
川

崎
市
早
野

聖
地
公

園
 

川
崎

市
麻
生

区
早
野

7
3
2
番
地

 
一

般
墓

所
 

 
 

川
崎

市
早
野

聖
地
公

園
 

川
崎

市
麻
生

区
早
野

7
3
2
番
地

 
一

般
墓

所
 

 

 
壁

面
型

墓
所
 

 
 

壁
面

型
墓
所
 

 

 
芝

生
型

墓
所
 

 
 

芝
生

型
墓
所
 

 

 
集

合
個

別
型

墓
所
 
 

 
集

合
個

別
型

墓
所
  

（
指

定
管
理

者
）
 

 

第
１

条
の
２
 

市
長

は
、
法
人

そ
の

他
の

団
体
で

あ
っ
て
次

の
要

件
を

満
た
す

も
の
と
し

て
そ

の
指
定

す
る
も

の
（
以
下

「
指

定
管

理
者
」

と
い
う
。

）
に

墓
地

の
管
理
を

行
わ

せ
る

。
 

 

(
１

)
 
墓
地

の
管
理

を
行
う
に

当
た

り
、

市
民
の

平
等
な
利

用
が

確
保

で
き
る
こ

と
。
 

 

(
２

)
 
事
業

計
画
書

の
内
容
が

、
墓

地
の

効
用
を

最
大
限
に

発
揮

す
る

と
と
も
に

管
理

経
費

の
縮
減

が
図
ら

れ
る
も
の

で
あ

る
こ

と
。
 

 

(
３

)
 
事
業

計
画
書

の
内
容
に

沿
っ

た
墓

地
の
管

理
を
安
定

し
て

行
う

能
力
を
有

す
る

 

1



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

こ
と

。
 

２
 

前
項
の

指
定
を

受
け
よ
う

と
す

る
も

の
は
、

事
業
計
画

書
そ

の
他

市
長
が
必

要
と

認
め

る
書
類

を
市
長

に
提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 

３
 

市
長
は

、
第
１

項
の
指
定

を
し

た
と

き
は
、

そ
の
旨
を

告
示

す
る

。
 

 

 
（

指
定
管
理

者
が

行
う
管
理

の
基

準
）
 

 

第
１

条
の

３
 

指
定

管
理

者
は

、
こ

の
条

例
及

び
こ

れ
に

基
づ

く
規

則
の

規
定

に
従
い

、

墓
地

の
管
理

を
行
わ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（
指

定
管
理

者
が
行

う
業
務
の

範
囲

）
 

 

第
１

条
の
４
 

指
定

管
理
者
は

、
次

に
掲

げ
る
業

務
を
行
わ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 

(
１

)
 
墓
地

の
施
設

及
び
設
備

の
維

持
管

理
に
関

す
る
こ
と

。
 

 

(
２

)
 
前
号

に
掲
げ

る
も
の
の

ほ
か

、
墓

地
の
管

理
に
関
す

る
事

務
の

う
ち
、
市

長
が

必
要

と
認
め

る
業
務
 

 

（
利

用
の
目

的
）
 

（
使

用
の
目

的
）
 

第
２

条
 
墓
地

は
、

墳
墓
の
用

に
供

す
る

目
的
以

外
に
利
用

す
る

こ
と

は
で
き

な
い
。
た

だ
し

、
碑
石

、
形
像

等
の
建
設

そ
の

他
墳

墓
及
び

祭
祀
に
伴

う
利

用
に

つ
い
て
は

、
こ

の
限

り
で
な

い
。
 

第
２

条
 
墓

地
は
、

墳
墓
の
用

に
供

す
る

目
的
以

外
に
使
用

す
る
こ
と

は
で
き

な
い
。
た

だ
し

、
碑
石

、
形

像
類

の
建
設

そ
の

他
墳

墓
及
び

祭
祀
に
と

も
な

う
使

用
に
つ

い
て
は
、

こ
の

限
り
で

な
い
。
 

（
利

用
の
許

可
）
 

（
使

用
の
許

可
）
 

第
３

条
 
墓
地

を
利

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
こ

の
条
例
の

定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
り
市
長

の
許

可
を
受

け
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
 

第
３

条
 
墓

地
を
使

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
こ

の
条
例
の

定
め
る
と

こ
ろ
に

よ
り
市
長

の
許

可
を
受

け
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
 

（
利

用
者
の

資
格
）
 

（
使

用
者
の

資
格
）
 

第
４

条
 
墓
地

を
利

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
本

市
に
住
所

を
有

す
る

者
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し
、

市
長
が
相

当
の

理
由

が
あ
る

と
認
め
る

と
き

は
、

本
市
以
外

に
住

所
を

有
す
る

者
に
対

し
て
も
、

利
用

を
許

可
す
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

第
４

条
 
墓

地
を
使

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
本

市
に
住
所

を
有
す
る

者
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し
、

市
長
が
相

当
の

理
由

が
あ
る

と
認
め
る
と

き
は
、

本
市
以

外
に
住

所
を

有
す
る

者
に
対

し
て
も
、

使
用

を
許

可
す
る

こ
と
が
で
き

る
。
 

２
 

前
項
に
定

め
る

も
の
の
ほ

か
、

埋
葬

場
所
を

利
用
し
よ

う
と

す
る

者
は
、

墳
墓
の
祭

祀
を

主
宰
す

べ
き
者

で
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 

前
項
に

定
め
る

も
の
の
ほ

か
、

埋
葬

場
所
を

使
用
し
よ

う
と
す
る

者
は
、

墳
墓
の
祭

祀
を

主
宰
す

べ
き
者

で
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
利

用
者
の

承
継
）
 

（
使

用
者
の

承
継
）
 

第
５

条
 
墓
地

の
利

用
は
、
埋

葬
場

所
に

つ
い
て

は
、
祭
祀

の
承

継
人

が
、
そ

の
原
因
発

生
後

直
ち
に

市
長
に

届
け
出
て

、
承

認
を

得
て
承

継
す
る
こ

と
が

で
き

る
。
 

第
５

条
 
墓

地
の
使

用
は
、
埋

葬
場

所
に

つ
い
て

は
、
祭
祀

の
承
継
人

が
、
そ

の
原
因
発

生
後

直
ち
に

市
長
に

届
け
出
て

、
承

認
を

得
て
承

継
す
る
こ
と

が
で
き

る
。
 

2



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

（
設

備
制
限

等
）
 

（
設

備
制
限

及
び
費

用
負
担
）

 

第
６

条
 
指
定

管
理

者
は

、
第

３
条

の
許

可
を
受

け
た
者
（

以
下
「

利
用
者

」
と

い
う
。
）

に
対

し
、
規

則
の
定

め
る
範
囲

内
に

お
い

て
、
利

用
場
所
に

つ
い

て
制

限
若
し
く

は
条

件
を

付
し
、

又
は
維

持
管
理
上

必
要

な
設

備
の
設

置
そ
の
他

の
負

担
を

負
わ
せ
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

第
６

条
 
市

長
は
、

使
用
許
可

を
し

た
者

（
以
下

「
使
用
者

」
と
い
う

。
）
に

対
し
、
使

用
場

所
に
つ

い
て
制

限
又
は
条

件
を

つ
け

若
し
く

は
維
持
管
理

上
必
要

な
設
備

そ
の
他

の
負

担
を
負

わ
せ
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

（
利

用
場
所

の
返
還

）
 

（
使

用
場
所

の
返
還

）
 

第
７

条
 
利
用

者
は

、
利

用
場

所
が

不
要

に
な
っ

た
と
き
は

、
直

ち
に
市

長
に
届

け
出
て

、

そ
の

場
所
を

原
状
に

復
し
、
本

市
に

返
還

す
る
こ

と
が
で
き

る
。

た
だ

し
、
市
長

の
承

認
を

受
け
た

と
き
は

、
現
状
の

ま
ま

返
還

す
る
こ

と
が
で
き

る
。
 

第
７

条
 
使

用
者
は

、
使
用
場

所
が

不
要

に
な
っ

た
と
き
は

、
直
ち
に

市
長
に

届
け
出
て

、

そ
の

場
所
を

原
状
に

復
し
、
本

市
に

返
還

す
る
こ

と
が
で
き
る

。
た
だ

し
、
市

長
の
承

認
を

受
け
た

と
き
は

、
現
状
の

ま
ま

返
還

す
る
こ

と
が
で
き
る

。
 

（
利

用
場
所

等
の
変

更
又
は
返

還
命

令
）
 

（
使

用
場
所

等
の
変

更
又
は
返

還
命

令
）
 

第
８

条
 
市
長

は
、

墓
地
の
管

理
そ

の
他

事
業
執

行
上
必
要

が
あ

る
と

認
め
る

と
き
は
、

利
用

場
所
又

は
所
在

物
件
に
つ

き
、

変
更

又
は
返

還
さ
せ
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

第
８

条
 
市

長
は
、

墓
地
の
管

理
そ

の
他

事
業
執

行
上
必
要

が
あ
る
と

認
め
る

と
き
は
、

使
用

場
所
又

は
所
在

物
件
に
つ

き
、

変
更

又
は
返

還
さ
せ
る
こ

と
が
で

き
る
。
 

２
 

前
項
の
規

定
に

よ
り
変
更

又
は

返
還

さ
せ
た

と
き
は
、

市
長

は
、

換
地
又

は
補
償
料

を
交

付
す
る

。
 

２
 

前
項
の

規
定
に

よ
り
変
更

又
は

返
還

さ
せ
た

と
き
は
、

市
長
は
、

換
地
又

は
補
償
料

を
交

付
す
る

。
 

３
 

前
項
の
規

定
に

よ
り
が
た

い
事

情
が

あ
る
と

き
は
、
既

納
の

使
用

料
を
還

付
す
る
。

 ３
 

前
項
の

規
定
に

よ
り
が
た

い
事

情
が

あ
る
と

き
は
、
既

納
の
使
用

料
を
還

付
す
る
。

 

（
利

用
許
可

の
取
消

）
 

（
使

用
許
可

の
取
消

）
 

第
９

条
 
次
の

各
号

の
い
ず
れ

か
に

該
当

す
る
場

合
は
、
市

長
は

、
墓

地
の
利

用
許
可
を

取
り

消
す
こ

と
が
で

き
る
。
 

第
９

条
 
次

の
各
号

の
一
に
該

当
す

る
場

合
は
、

市
長
は
、

墓
地
の
使

用
許
可

を
取
り
消

す
こ

と
が
で

き
る
。
 

(
１

)
 
埋
葬

場
所
の

利
用
者
が

死
亡

し
た

日
か
ら

起
算
し
、

３
年

を
経

過
し
て
も

祭
祀

を
承

継
す
る

者
が
な

い
と
き
。

 

(
１

)
 

埋
葬

場
所
の

使
用
者
が

死
亡

し
た

日
か
ら

起
算
し
、
３

年
を
経

過
し
て

も
祭
祀

を
承

継
す
る

者
が
な

い
と
き
。

 

(
２

)
 
埋
葬

場
所
の

利
用
者
が

許
可

を
受

け
た
日

か
ら
利
用

し
な

い
で

２
年
を
経

過
し

た
と

き
。
 

(
２

)
 

埋
葬

場
所
の

使
用
者
が

許
可

を
受

け
た
日

か
ら
使
用
し

な
い
で

２
年
を

経
過
し

た
と

き
。
 

(
３

)
 
埋
葬

場
所
の

利
用
者
が

３
年

間
管

理
料
を

納
め
な
い

と
き

。
 

(
３

)
 

埋
葬

場
所
の

使
用
者
が

３
年

間
管

理
料
を

納
め
な
い
と

き
。
 

(
４

)
 
墓
地

の
利
用

者
が
許
可

を
受

け
た

目
的
以

外
に
利
用

し
た

と
き

。
 

(
４

)
 

墓
地

の
使
用

者
が
許
可

を
受

け
た

目
的
以

外
に
使
用
し

た
と
き

。
 

(
５

)
 
利
用

者
が
利

用
場
所
を

転
貸

し
た

と
き
。
 

(
５

)
 

使
用

者
が
使

用
場
所
を

転
貸

し
た

と
き
。
 

(
６

)
 
こ
の

条
例
又

は
こ
れ
に

基
づ

く
命

令
に
違

反
し
た
と

き
。
 

(
６

)
 

こ
の

条
例
又

は
こ
れ
に

基
づ

く
命

令
に
違

反
し
た
と
き

。
 

２
 

前
項
の
規

定
に

よ
り
利
用

許
可

を
取

り
消
さ

れ
た
と
き

は
、

利
用

者
は
、

直
ち
に
そ

の
場

所
を
原

状
に
復

し
て
、
本

市
に

返
還

し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
 

２
 

前
項
の

規
定
に

よ
り
使
用

許
可

を
取

り
消
さ

れ
た
と
き

は
、
使
用

者
は
、

直
ち
に
そ

の
場

所
を
原

状
に
復

し
て
、
本

市
に

返
還

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
 

3



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

３
 

利
用
者
が

前
項

の
措
置
を

行
わ

な
か

っ
た
場

合
は
、
市

長
が

こ
れ

を
な
し

、
そ
の
費

用
は

義
務
者

か
ら
徴

収
す
る
。

 

３
 

使
用
者

が
前
項

の
措
置
を

行
な

わ
な

か
っ
た

場
合
は
、

市
長
が
こ

れ
を
な

し
、
そ
の

費
用

は
義
務

者
か
ら

徴
収
す
る

。
 

第
２

章
 
埋

葬
場
所

及
び
碑
石

、
形

像
等

の
設
置

場
所
 

第
２

章
 
埋

葬
及
び

碑
石
、
形

像
類

の
設

置
場
所
 

（
面

積
の
限

度
）
 

（
面

積
の
限

度
）
 

第
1
0
条

 
一
般

墓
所

及
び
碑
石

、
形

像
等

の
設
置

場
所
の
面

積
は

、
次

の
限
度

に
よ
り
市

長
が

許
可
す

る
。
た

だ
し
、
市

長
が

特
に

必
要
が

あ
る
と
認

め
る

と
き

は
、
一
般

墓
所

の
跡

地
を
更

に
一
般

墓
所
と
し

て
利

用
す

る
場
合

に
限
り
、

そ
の

面
積

を
超
え
て

許
可

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

第
1
0
条

 
一

般
墓
所

及
び
碑
石

、
形

像
類

の
設
置

場
所
の
面

積
は
、
次

の
限
度

に
よ
り
市

長
が

許
可
す

る
。
た

だ
し
、
市

長
が

特
に

必
要
が

あ
る
と
認
め

る
と
き

は
、
一

般
墓
所

の
跡

地
を
更

に
一
般

墓
所
と
し

て
使

用
す

る
場
合

に
限
り
、
そ

の
面
積

を
超
え

て
許
可

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

(
１

)
 
一
般

墓
所
 

(
１

)
 

一
般

墓
所
 

１
箇

所
 

24
平

方
メ

ー
ト
ル
以

内
 

１
箇

所
 

24
平

方
メ

ー
ト
ル
以

内
 

(
２

)
 
碑
石

、
形
像

等
の
設
置

場
所
 

(
２

)
 

碑
石

、
形
像

類
の
設
置

場
所
 

１
箇

所
 

30
平

方
メ

ー
ト
ル
以

内
 

１
箇

所
 

30
平

方
メ

ー
ト
ル
以

内
 

（
利

用
箇
所

の
制
限

）
 

（
使

用
個
所

の
制
限

）
 

第
1
1
条

 
埋
葬

場
所

の
利
用
は

、
利

用
者

１
人
に

つ
き
１
箇

所
と

す
る

。
た
だ

し
、
埋
葬

の
余

地
が
な

い
場
合

は
、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

第
1
1
条

 
埋

葬
場
所

の
使
用
は

、
使

用
者

１
人
に

つ
き
１
個

所
と
す
る

。
た
だ

し
、
埋
葬

の
余

地
が
な

い
場
合

は
、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

（
使

用
料
）
 

（
使

用
料
）
 

第
1
2
条

 
使
用

料
は

、
次
に
よ

り
許

可
の

際
徴
収

す
る
。
 

第
1
2
条

 
使

用
料
は

、
次
に
よ

り
許

可
の

際
徴
収

す
る
。
 

(
１

)
 
埋
葬

場
所
 

(
１

)
 

埋
葬

場
所
 

 
区

分
 

単
位
 

金
額
 

 
 

区
分
 

単
位
 

金
額
 

 

 
川

崎
市

緑
ケ

丘
霊

園
 

一
般

墓
所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

2
5
0
,
0
00
円

 川
崎

市
緑
ケ

丘
霊

園
 

一
般

墓
所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に
つ

き
 

2
5
0
,
0
0
0
円

川
崎

市
早
野

聖
地

公
園
 

一
般

墓
所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

1
6
5
,
0
00
円

 川
崎

市
早
野

聖
地

公
園
 

一
般

墓
所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に
つ

き
 

1
6
5
,
0
0
0
円

壁
面

型
墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

1
,
4
0
3
,
0
0
0円

 
壁

面
型

墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

1
,
4
0
3
,
0
0
0円

芝
生

型
墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

1
,
3
0
4
,
0
0
0円

 
芝

生
型

墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

1
,
3
0
4
,
0
0
0円

集
合

個
別
型

墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

7
1
7
,
0
00
円

 
集

合
個

別
型

墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

7
1
7
,
0
0
0
円

(
２

)
 
碑
石

、
形
像

等
の
設
置

場
所
 

(
２

)
 

碑
石

、
形
像

類
の
設
置

場
所
 

 
区

分
 

単
位
 

金
額
 

 
 

区
分
 

単
位
 

金
額
 

 

 
川

崎
市

緑
ケ

丘
霊
園
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

2
5
0
,
0
00
円

 川
崎

市
緑
ケ

丘
霊
園
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

2
5
0
,
0
0
0
円

4



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

川
崎

市
早
野

聖
地
公

園
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

1
6
5
,
0
00
円

 川
崎

市
早
野

聖
地
公

園
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

1
6
5
,
0
0
0
円

（
市

外
居
住

者
の
使

用
料
）
 

（
市

外
居
住

者
の
使

用
料
）
 

第
1
3
条

 
第
４

条
第

１
項
た
だ

し
書

に
よ

り
、
本

市
以
外
に

住
所

を
有

す
る
者

に
利
用
を

許
可

す
る
と

き
は
、

そ
の
使
用

料
は

、
前

条
に
定

め
る
使
用

料
の

５
割

増
と
す
る

。
 

第
1
3
条

 
第

４
条
第

１
項
た
だ

し
書

に
よ

り
、
本

市
外
に
住

居
を
有
す

る
者
に

使
用
を
許

可
す

る
と
き

は
、
そ

の
使
用
料

は
、

前
条

に
定
め

る
使
用
料
の

５
割
増

と
す
る

。
 

（
使

用
料
等

の
減
免

）
 

（
使

用
料
等

の
減
免

）
 

第
1
4
条

 
市

長
は

、
相

当
の

理
由

に
よ

り
必
要

が
あ
る
場

合
に

お
い

て
は

、
墓

地
の
使

用

料
、

管
理
料

そ
の
他

の
料
金
を

減
免

す
る

こ
と
が

で
き
る
。

 
第

1
4
条

 
市

長
は
、

相
当
の
理

由
に

よ
り

必
要
が

あ
る
場
合

に
お
い
て

は
、
墓

地
の
使
用

料
、

管
理
料

そ
の
他

の
料
金
を

減
免

す
る

こ
と
が

で
き
る
。
 

（
許

可
証
の

交
付
等

）
 

（
許

可
証
の

交
付
等

）
 

第
1
5
条

 
埋
葬

場
所

の
利
用
者

に
は

、
利

用
許
可

証
を
交
付

す
る

。
 

第
1
5
条

 
埋

葬
場
所

の
使
用
者

に
は

、
使

用
許
可

証
を
交
付

す
る
。
 

２
 

壁
面
型
墓

所
、
芝
生

型
墓

所
及

び
集

合
個
別

型
墓
所
の

利
用

許
可

証
の
有

効
期
間
は

、

1
0
年

と
す
る

。
 

２
 

壁
面
型

墓
所

、
芝

生
型
墓

所
及

び
集

合
個
別

型
墓
所
の

使
用
許
可

証
の
有

効
期
間
は

、

1
0
年

と
す
る

。
 

３
 

第
５
条
の

規
定

に
よ
る
承

継
を

し
た

利
用
者

若
し
く
は

壁
面

型
墓

所
、
芝

生
型
墓
所

若
し

く
は
集

合
個
別

型
墓
所
の

利
用

許
可

証
の
更

新
を
受
け

よ
う

と
す

る
利
用
者

又
は

利
用

許
可
証

を
紛
失

し
た
者
は

、
利

用
許

可
証
の

書
換
え
又

は
再

交
付

を
受
け
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

３
 

埋
葬
場

所
の
承

継
使
用
者

若
し

く
は

壁
面
型

墓
所
、
芝

生
型
墓
所

若
し
く

は
集
合
個

別
型

墓
所
の

許
可
証

の
更
新
を

受
け

よ
う

と
す
る

使
用
者
又
は

許
可
証

を
紛
失

し
た
者

は
、

使
用
許

可
証
の

書
換
え
又

は
再

交
付

を
受
け

な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。
 

４
 

利
用
許
可

証
を

書
き
換
え

、
又

は
再

交
付
す

る
場
合
は

、
次

の
表

に
定
め

る
手
数
料

を
徴

収
す
る

。
 

４
 

使
用
許

可
証
を

書
き
換
え

、
又

は
再

交
付
す

る
場
合
は

、
次
の
表

に
定
め

る
手
数
料

を
徴

収
す
る

。
 

 
区

分
 

単
位
 

金
額
 

 
 

区
分
 

単
位
 

金
額
 

 

 
利

用
許

可
証

の
書
換

え
 

１
件

に
つ
き
 

1
,
3
0
0円

 使
用

許
可
証

の
書
換

え
 

１
件

に
つ
き
 

1
,
3
0
0
円

利
用

許
可
証

の
再
交

付
 

１
件

に
つ
き
 

5
0
0円

 使
用

許
可
証

の
再
交

付
 

１
件

に
つ
き
 

5
0
0
円

（
管

理
料
）
 

（
管

理
料
）
 

第
1
6
条

 
利
用

者
は

、
清
掃
そ

の
他

墓
地

の
管
理

に
要
す
る

経
費

と
し

て
、
次

の
表
に
定

め
る

管
理
料

を
納
入

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
1
6
条

 
使

用
者
は

、
清
掃
そ

の
他

墓
地

の
管
理

に
要
す
る

経
費
と
し

て
、
次

の
表
に
定

め
る

管
理
料

を
納
入

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
区

分
 

単
位
 

金
額
 

 
 

区
分
 

単
位
 

金
額
 

 

 
一

般
墓

所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

年
額

7
00
円

 一
般

墓
所
 

１
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
 

年
額

7
0
0
円

壁
面

型
墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

年
額

7
,
2
00
円

 壁
面

型
墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

年
額

7
,
2
0
0
円

芝
生

型
墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

年
額

7
,
2
00
円

 芝
生

型
墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

年
額

7
,
2
0
0
円

集
合

個
別
型

墓
所
 

１
箇

所
に
つ

き
 

年
額

4
,
1
00
円

 集
合

個
別
型

墓
所
 

１
個

所
に
つ

き
 

年
額

4
,
1
0
0
円

5



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

２
 

前
項
の
管

理
料

の
計
算
に

際
し

て
１

平
方
メ

ー
ト
ル
未

満
は

、
１

平
方
メ

ー
ト
ル
と

み
な

す
。
 

２
 

前
項
の

管
理
料

の
計
算
に

際
し

て
１

平
方
メ

ー
ト
ル
未

満
は
、
１

平
方
メ

ー
ト
ル
と

み
な

す
。
 

（
使

用
料
及

び
管
理

料
の
不
還

付
）
 

（
使

用
料
及

び
管
理

料
の
不
還

付
）
 

第
1
7
条

 
既
納

の
使

用
料
及
び

管
理

料
は

、
還
付

し
な
い
。

た
だ

し
、

埋
葬
場

所
の
利
用

者
が

利
用
許

可
を
受

け
た
後
３

年
以

内
に

そ
の
場

所
の
全
部

を
返

還
し

た
と
き
は

、
既

納
使

用
料
の

半
額
を

還
付
す
る

。
 

第
1
7
条

 
既

納
の
使

用
料
及
び

管
理

料
は

、
還
付

し
な
い
。

た
だ
し
、

埋
葬
場

所
の
使
用

者
が

使
用
許

可
を
受

け
た
後
３

年
以

内
に

そ
の
場

所
の
全
部
を

返
還
し

た
と
き

は
、
既

納
使

用
料
の

半
額
を

還
付
す
る

。
 

第
３

章
 
雑

則
 

第
３

章
 
雑

則
 

（
改

葬
等
）
 

（
無

縁
墳
墓

の
改
葬

）
 

第
1
8
条

 
市
長

は
、

埋
葬
場
所

の
利

用
許

可
を
取

り
消
し
た

と
き

は
、

そ
の
墳

墓
を
一
定

の
場

所
に
改

葬
す
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

第
1
8
条

 
市

長
は
、

埋
葬
場
所

の
使

用
許

可
を
取

り
消
し
た

と
き
は
、

そ
の
墳

墓
を
一
定

の
場

所
に
改

葬
す
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

２
 

前
項
に
よ

る
墳

墓
改
葬
前

に
、

そ
の

場
所
の

利
用
許
可

を
受

け
て

い
た
者

の
親
族
又

は
縁

故
者
が

利
用
し

よ
う
と
す

る
と

き
は

、
市
長

は
、
こ
れ

を
許

可
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
 

２
 

前
項
に

よ
る
墳

墓
改
葬
前

に
、

そ
の

場
所
を

従
前
使
用

者
の
親
族

又
は
縁

故
者
が
使

用
し

よ
う
と

す
る
と

き
は
、
市

長
は

、
こ

れ
を
許

可
す
る
こ
と

が
で
き

る
。
 

（
土

地
の
一

時
利
用

）
 

（
土

地
の
一

時
使
用

）
 

第
1
9
条

 
利
用

者
が

そ
の
利
用

に
伴

う
工

事
そ
の

他
の
必
要

に
よ

り
、

墓
地
内

の
土
地
を

一
時

利
用
し

よ
う
と

す
る
と
き

は
、
指

定
管
理

者
の
許

可
を

受
け

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。

第
1
9
条

 
使

用
者
が

そ
の
使
用

に
伴

う
工

事
そ
の

他
の
必
要

に
よ
り
、

墓
地
内

の
土
地
を

一
時

使
用
し

よ
う
と

す
る
と
き

は
、

市
長

の
許
可

を
受
け
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

２
 

前
項
の
一

時
利

用
の
期
間

は
、

市
長

が
特
に

必
要
と
認

め
る

場
合

の
ほ
か

は
、
１
月

を
超

え
る
こ

と
が
で

き
な
い
。

 

２
 

前
項
の

使
用
期

間
は
、
市

長
が

特
に

必
要
と

認
め
る
場

合
の
ほ
か

は
、
１

月
を
超
え

る
こ

と
が
で

き
な
い

。
 

３
 

第
１
項
の

一
時

利
用
に
つ

い
て

は
、
１

平
方
メ

ー
ト
ル

に
つ

き
１

月
（

１
月

未
満
は

、

１
月

に
切
り

上
げ
る

。
）

50
0
円

の
使

用
料

を
徴
収

す
る
。

 

３
 

第
１
項

の
一
時

使
用
に
つ

い
て

は
、
１

平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
１

月
（
１

月
未
満
は

、

１
月

に
切
り

上
げ
る

。
）

50
0
円

の
使

用
料

を
徴
収

す
る
。

 

（
罰

則
）
 

（
罰

則
）
 

第
2
0
条

 
墓
地

内
の

土
地
、
施

設
物

又
は

樹
木
を

損
傷
し
、

又
は

許
可

な
く
し

て
利
用
し

た
者

は
、

50
,
0
0
0円

以
下
の
過

料
を

科
す

る
。
 

第
2
0
条

 
墓

地
内
の

土
地
、
施

設
物

又
は

樹
木
を

損
傷
し
、

又
は
許
可

な
く
し

て
使
用
し

た
者

は
、

50
,
0
0
0円

以
下
の
過

料
を

科
す

る
。
 

（
そ

の
他
必

要
事
項

）
 

（
そ

の
他
必

要
事
項

）
 

第
2
1
条

 
こ
の

条
例

施
行
に
つ

い
て

必
要

な
事
項

は
、
市
長

が
別

に
定

め
る
。
 

第
2
1
条

 
こ

の
条
例

施
行
に
つ

い
て

必
要

な
事
項

は
、
市
長

が
別
に
定

め
る
。
 

附
 

則
 

附
 

則
 

１
 

こ
の
条
例

は
、

昭
和

31
年

４
月

１
日

か
ら
施

行
す
る
。

 
１

 
こ

の
条

例
は
、

昭
和

31
年

４
月

１
日

か
ら
施

行
す
る
。

 

２
 

川
崎
市
墓

地
使

用
条
例
（

昭
和

1
8年

川
崎
市

条
例
第
６

号
。

以
下

「
旧
条

例
」
と
い

２
 

川
崎
市

墓
地
使

用
条
例
（

昭
和

1
8年

川
崎
市

条
例
第
６

号
。
以
下

「
旧
条

例
」
と
い

6



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

う
。

）
は
、

廃
止
す

る
。
 

う
。

）
は
、

廃
止
す

る
。
 

３
 

こ
の
条
例

施
行

の
際
、
現

に
墓

地
の

使
用
許

可
を
受
け

て
い

る
者

は
、
こ

の
条
例
に

よ
っ

て
許
可

を
受
け

た
も
の
と

み
な

す
。
 

３
 

こ
の
条

例
施
行

の
際
、
現

に
墓

地
の

使
用
許

可
を
受
け

て
い
る
者

は
、
こ

の
条
例
に

よ
っ

て
許
可

を
受
け

た
も
の
と

み
な

す
。
 

４
 

旧
条
例
第

1
0条

の
規
定
に

よ
り

、
掃

除
料
を

納
入
し
た

者
に

対
し

て
は
、

昭
和
31
年

４
月

１
日
か

ら
市
長

の
定
め
る

期
間

内
に

、
こ
の

条
例
施
行

の
際

現
に

使
用
す
る

者
の

請
求

に
よ
り

、
既
納

の
掃
除
料

の
全

額
を

還
付
し

、
第

16
条

の
規

定
に

よ
る
管
理

料
を

徴
収

す
る
。
 

４
 

旧
条
例

第
1
0条

の
規
定
に

よ
り

、
掃

除
料
を

納
入
し
た

者
に
対
し

て
は
、

昭
和

31
年

４
月

１
日
か

ら
市
長

の
定
め
る

期
間

内
に

、
こ
の

条
例
施
行
の

際
現
に

使
用
す

る
者
の

請
求

に
よ
り

、
既
納

の
掃
除
料

の
全

額
を

還
付
し

、
第

16
条
の

規
定
に

よ
る
管

理
料
を

徴
収

す
る
。
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川
崎

市
霊
堂

条
例
の
一

部
を
改

正
す

る
条

例
新
旧

対
照
表
 

 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

○
川

崎
市
霊

堂
条
例
 

○
川

崎
市
霊

堂
条
例
 

昭
和

4
0
年
３

月
3
0日

条
例
第
1
5
号

昭
和

40
年
３

月
3
0日

条
例
第
1
5
号

（
設

置
）
 

（
設

置
）
 

第
１

条
 
焼
骨

（
遺

髪
、
そ
の

他
こ

れ
に

類
す
る

も
の
を
含

む
。

以
下

同
じ
。

）
の
収
蔵

施
設

と
し
て

霊
堂
を

次
の
よ
う

に
設

置
す

る
。
 

第
１

条
 
焼

骨
（
遺

髪
、
そ
の

他
こ

れ
に

類
す
る

も
の
を
含

む
。
以
下

同
じ
。

）
の
収
蔵

施
設

と
し
て

霊
堂
を

次
の
よ
う

に
設

置
す

る
。
 

名
称

 
川
崎

市
緑
ケ

丘
霊
堂
 

名
称

 
川
崎

市
緑
ケ

丘
霊
堂
 

位
置

 
川
崎

市
高
津

区
上
作
延

3
3
番

地
 

位
置

 
川
崎

市
高
津

区
上
作
延

3
3
番

地
 

（
指

定
管
理

者
）
 

 

第
１

条
の
２
 

市
長

は
、
法
人

そ
の

他
の

団
体
で

あ
っ
て
次

の
要

件
を

満
た
す

も
の
と
し

て
そ

の
指
定

す
る
も

の
（
以
下

「
指

定
管

理
者
」

と
い
う
。

）
に

霊
堂

の
管
理
を

行
わ

せ
る

。
 

 

(
１

)
 
霊
堂

の
管
理

を
行
う
に

当
た

り
、

市
民
の

平
等
な
利

用
が

確
保

で
き
る
こ

と
。
 

 

(
２

)
 
事
業

計
画
書

の
内
容
が

、
霊

堂
の

効
用
を

最
大
限
に

発
揮

す
る

と
と
も
に

管
理

経
費

の
縮
減

が
図
ら

れ
る
も
の

で
あ

る
こ

と
。
 

 

(
３

)
 
事
業

計
画
書

の
内
容
に

沿
っ

た
霊

堂
の
管

理
を
安
定

し
て

行
う

能
力
を
有

す
る

こ
と

。
 

 

２
 

前
項
の

指
定
を

受
け
よ
う

と
す

る
も

の
は
、

事
業
計
画

書
そ

の
他

市
長
が
必

要
と

認
め

る
書
類

を
市
長

に
提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 

３
 

市
長
は

、
第
１

項
の
指
定

を
し

た
と

き
は
、

そ
の
旨
を

告
示

す
る

。
 

 

 
（

指
定
管
理

者
が

行
う
管
理

の
基

準
）
 

 

第
１

条
の

３
 

指
定

管
理

者
は

、
こ

の
条

例
及

び
こ

れ
に

基
づ

く
規

則
の

規
定

に
従
い

、

霊
堂

の
管
理

を
行
わ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（
指

定
管
理

者
が
行

う
業
務
の

範
囲

）
 

 

第
１

条
の
４
 

指
定

管
理
者
は

、
次

に
掲

げ
る
業

務
を
行
わ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 

(
１

)
 
霊
堂

の
利
用

許
可
に
関

す
る

こ
と

。
 

 

(
２

)
 
霊
堂

の
施
設

及
び
設
備

の
維

持
管

理
に
関

す
る
こ
と

。
 

 

(
３

)
 
前
２

号
に
掲

げ
る
も
の

の
ほ

か
、

霊
堂
の

管
理
に
関

す
る

事
務

の
う
ち
、

市
長
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改

正
後
 

改
正

前
 

が
必

要
と
認

め
る
業

務
 

（
利

用
の
許

可
）
 

（
使

用
の
許

可
）
 

第
２

条
 
霊
堂

を
利

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
規

則
で
定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り

、
指
定
管

理
者

の
許
可

を
受
け

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
２

条
 
霊

堂
を
使

用
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
規

則
で
定
め

る
と
こ
ろ

に
よ
り

、
市
長
の

許
可

を
受
け

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
 

２
 

指
定
管
理

者
は

、
前
項
の

許
可

に
霊

堂
の
管

理
の
た
め

必
要

な
範

囲
内
で

条
件
を
付

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

２
 

市
長
は

、
前
項

の
許
可
に

霊
堂

の
管

理
の
た

め
必
要
な

範
囲
内
で

条
件
を

付
す
る
こ

と
が

で
き
る

。
 

３
 

指
定
管
理

者
は

、
第
１
項

の
許

可
を

し
た
と

き
は
、
利

用
許

可
証

を
交
付

す
る
。
 

３
 

市
長
は

、
第
１

項
の
許
可

を
し

た
と

き
は
、

使
用
許
可

証
を
交
付

す
る
。
 

（
申

込
者
の

資
格
）
 

（
申

込
者
の

資
格
）
 

第
３

条
 
霊
堂

の
利

用
の
申
込

み
が

で
き

る
者
は

、
本
市
の

区
域

内
に

住
所
を

有
す
る
者

で
あ

っ
て
、

祭
祀
（

し
）
を
主

宰
す

る
も

の
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

た
だ
し
、

市
長

が
特

別
の
理

由
が
あ

る
と
認
め

る
と

き
は

、
こ
の

限
り
で
な

い
。
 

第
３

条
 
霊

堂
の
使

用
の
申
込

み
が

で
き

る
者
は

、
本
市
の

区
域
内
に

住
所
を

有
す
る
者

で
あ

っ
て
、

祭
祀
（

し
）
を
主

宰
す

る
も

の
で
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。

た
だ
し

、
市
長

が
特

別
の
理

由
が
あ

る
と
認
め

る
と

き
は

、
こ
の

限
り
で
な
い

。
 

（
利

用
期
間

）
 

（
使

用
期
間

）
 

第
４

条
 
霊
堂

の
利

用
期
間
は

、
2
0
年
と

す
る
。
 

第
４

条
 
霊

堂
の
使

用
期
間
は

、
2
0
年
と

す
る
。
 

（
使

用
料
）
 

（
使

用
料
）
 

第
５

条
 
第
２

条
第

１
項
の
許

可
を

受
け

た
者
（

以
下
「
利

用
者

」
と

い
う
。

）
は
、
当

該
許

可
の
際

、
使
用

料
と
し
て

、
１

体
に

つ
き
、

3
2
,
0
00
円

を
納

付
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
５

条
 
第

２
条
第

１
項
の
許

可
を

受
け

た
者
（

以
下
「
使

用
者
」
と

い
う
。

）
は
、
当

該
許

可
の
際

、
使
用

料
と
し
て

、
１

体
に

つ
き
、

3
2
,
0
00
円
を

納
付
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

２
 

市
長
は
、

特
に

必
要
が
あ

る
と

認
め

る
と
き

は
、
使
用

料
を

減
額

し
、
又

は
免
除
す

る
こ

と
が
で

き
る
。
 

２
 

市
長
は

、
特
に

必
要
が
あ

る
と

認
め

る
と
き

は
、
使
用

料
を
減
額

し
、
又

は
免
除
す

る
こ

と
が
で

き
る
。
 

３
 

既
納
の
使

用
料

は
、
返
還

し
な

い
。

た
だ
し

、
規
則
で

定
め

る
場

合
は
、

そ
の
全
部

又
は

一
部
を

返
還
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
 

３
 

既
納
の

使
用
料

は
、
返
還

し
な

い
。

た
だ
し

、
規
則
で

定
め
る
場

合
は
、

そ
の
全
部

又
は

一
部
を

返
還
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
 

（
許

可
の
更

新
）
 

（
許

可
の
更

新
）
 

第
６

条
 
指
定

管
理

者
は
、
利

用
者

が
利

用
期
間

の
満
了
の

日
ま

で
に

引
き
続

き
霊
堂
を

利
用

す
る
こ

と
を
申

し
出
た
と

き
は

、
許

可
の
更

新
を
す
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

第
６

条
 
市

長
は
、

使
用
者
が

使
用

期
間

の
満
了

の
日
ま
で

に
引
き
続

き
霊
堂

を
使
用
す

る
こ

と
を
申

し
出
た

と
き
は
、

許
可

の
更

新
を
す

る
こ
と
が
で

き
る
。
 

２
 

第
２
条
第

２
項

及
び
第
３

項
並

び
に

前
２
条

の
規
定
は

、
前

項
の

許
可
の

更
新
に
つ

い
て

準
用
す

る
。
 

２
 

第
２
条

第
２
項

及
び
第
３

項
並

び
に

前
２
条

の
規
定
は

、
前
項
の

許
可
の

更
新
に
つ

い
て

準
用
す

る
。
 

（
利

用
者
の

地
位
の

承
継
）
 

（
使

用
者
の

地
位
の

承
継
）
 

第
７

条
 
利
用

者
が

死
亡
し
た

と
き

そ
の

他
必
要

が
あ
る
と

認
め

ら
れ

る
と
き

は
、
当
該

第
７

条
 
使

用
者
が

死
亡
し
た

と
き

そ
の

他
必
要

が
あ
る
と

認
め
ら
れ

る
と
き

は
、
当
該

9



 

 
改

正
後
 

改
正

前
 

利
用

者
に
代

わ
っ
て

祭
祀
を
主

宰
す

る
者

が
、
そ
の

地
位
を

承
継

す
る

こ
と
が
で

き
る
。

使
用

者
に
代

わ
っ
て

祭
祀
を
主

宰
す

る
者

が
、
そ
の

地
位
を

承
継

す
る

こ
と
が

で
き
る
。

２
 

前
項
の
規

定
に

よ
り
利
用

者
の

地
位

を
承
継

し
よ
う
と

す
る

者
は

、
規
則

で
定
め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
指

定
管
理
者

の
承

認
を

受
け
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
 

２
 

前
項
の

規
定
に

よ
り
使
用

者
の

地
位

を
承
継

し
よ
う
と

す
る
者
は

、
規
則

で
定
め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
市

長
の
承
認

を
受

け
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

（
変

更
の
届

出
）
 

（
変

更
の
届

出
）
 

第
８

条
 
利
用

者
は

、
氏
名
又

は
住

所
に

変
更
が

生
じ
た
と

き
は

、
規

則
で
定

め
る
と
こ

ろ
に

よ
り
、

速
や
か

に
そ
の
旨

を
指

定
管

理
者
に

届
け
出
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

第
８

条
 
使

用
者
は

、
氏
名
又

は
住

所
に

変
更
が

生
じ
た
と

き
は
、
規

則
で
定

め
る
と
こ

ろ
に

よ
り
、

速
や
か

に
そ
の
旨

を
市

長
に

届
け
出

な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。
 

（
利

用
許
可

証
の
再

交
付
）
 

（
使

用
許
可

証
の
再

交
付
）
 

第
９

条
 
利
用

者
は

、
利
用
許

可
証

を
紛

失
し
、

又
は
汚
損

し
た

と
き

は
、
再

交
付
を
受

け
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

第
９

条
 
使

用
者
は

、
使
用
許

可
証

を
紛

失
し
、

又
は
汚
損

し
た
と
き

は
、
再

交
付
を
受

け
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

（
手

数
料
）
 

（
手

数
料
）
 

第
1
0
条

 
市
長

は
、
利

用
許
可

証
が

再
交

付
さ
れ

る
と
き
は

、
１

件
に

つ
き
、
3
0
0
円
の

手

数
料

を
徴
収

す
る
。
 

第
1
0
条

 
市

長
は
、
使

用
許
可

証
を

再
交

付
す
る

と
き
は
、
１

件
に
つ

き
、
30
0
円

の
手

数

料
を

徴
収
す

る
。
 

（
許

可
の
取

消
し
）
 

（
許

可
の
取

消
し
）
 

第
1
1
条

 
市
長

は
、

利
用
者
が

次
の

各
号

の
い
ず

れ
か
に
該

当
す

る
と

認
め
る

と
き
は
、

第
２

条
第
１

項
の
許

可
（
第
６

条
第

１
項

の
許
可

の
更
新
を

含
む

。
）

を
取
り
消

す
こ

と
が

で
き
る

。
 

第
1
1
条

 
市

長
は
、

使
用
者
が

次
の

各
号

の
い
ず

れ
か
に
該

当
す
る
と

認
め
る

と
き
は
、

第
２

条
第
１

項
の
許

可
（
第
６

条
第

１
項

の
許
可

の
更
新
を
含

む
。
）

を
取
り

消
す
こ

と
が

で
き
る

。
 

(
１

)
 
許
可

の
条
件

に
違
反
し

た
と

き
。
 

(
１

)
 

許
可

の
条
件

に
違
反
し

た
と

き
。
 

(
２

)
 
偽
り

そ
の
他

不
正
な
行

為
に

よ
り

許
可
を

受
け
た
と

き
。
 

(
２

)
 

偽
り

そ
の
他

不
正
な
行

為
に

よ
り

許
可
を

受
け
た
と
き

。
 

(
３

)
 
前
２

号
に
定

め
る
も
の

の
ほ

か
、

こ
の
条

例
又
は
こ

れ
に

基
づ

く
規
則
に

違
反

し
た

と
き
。
 

(
３

)
 

前
２

号
に
定

め
る
も
の

の
ほ

か
、

こ
の
条

例
又
は
こ
れ

に
基
づ

く
規
則

に
違
反

し
た

と
き
。
 

 
 

（
焼

骨
の
引

取
り
）
 

（
焼

骨
の
引

取
り
）
 

第
1
2
条

 
利
用

者
は

、
利
用
期

間
が

満
了

し
た
と

き
、
又
は

前
条

の
規

定
に
よ

り
許
可
が

取
り

消
さ
れ

た
と
き

は
、
そ
の

日
か

ら
30
日

以
内

に
焼
骨
を

引
き

取
ら

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
1
2
条

 
使

用
者
は

、
使
用
期

間
が

満
了

し
た
と

き
、
又
は

前
条
の
規

定
に
よ

り
許
可
が

取
り

消
さ
れ

た
と
き

は
、
そ
の

日
か

ら
30
日

以
内

に
焼
骨
を
引

き
取
ら

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

（
焼

骨
の
返

還
）
 

（
焼

骨
の
返

還
）
 

第
1
3
条

 
利
用

者
は

、
焼
骨
の

返
還

を
受

け
よ
う

と
す
る
と

き
は

、
利

用
許
可

証
を
提
出

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

第
1
3
条

 
使

用
者
は

、
焼
骨
の

返
還

を
受

け
よ
う

と
す
る
と

き
は
、
使

用
許
可

証
を
提
出

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
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改

正
後
 

改
正

前
 

（
改

葬
）
 

（
改

葬
）
 

第
1
4
条

 
市
長

は
、

利
用
者
が

第
1
2
条
に

規
定
す

る
期
間
内

に
焼

骨
を

引
き
取

ら
な
い
と

き
、

又
は
利

用
者
が

死
亡
し
た

場
合

に
お

い
て
、

当
該
利
用

者
の

地
位

を
承
継
す

る
者

が
い

な
い
と

き
は
、

規
則
で
定

め
る

場
所

に
改
葬

す
る
こ
と

が
で

き
る

。
 

第
1
4
条

 
市

長
は
、

使
用
者
が

第
1
2
条
に

規
定
す

る
期
間
内

に
焼
骨
を

引
き
取

ら
な
い
と

き
、

又
は
使

用
者
が

死
亡
し
た

場
合

に
お

い
て
、

当
該
使
用
者

の
地
位

を
承
継

す
る
者

が
い

な
い
と

き
は
、

規
則
で
定

め
る

場
所

に
改
葬

す
る
こ
と
が

で
き
る

。
 

（
委

任
）
 

（
委

任
）
 

第
1
5
条

 
こ
の

条
例

の
施
行
に

関
し

必
要

な
事
項

は
、
市
長

が
別

に
定

め
る
。
 

第
1
5
条

 
こ

の
条
例

の
施
行
に

関
し

必
要

な
事
項

は
、
市
長

が
別
に
定

め
る
。
 

附
 

則
 

附
 

則
 

中
略
 

中
略
 

附
 

則
（
平

成
2
3年

1
2
月

16
日

条
例

第
38
号

）
 

附
 

則
（
平

成
2
3年

1
2
月

16
日

条
例

第
38
号

）
 

（
施

行
期
日

）
 

（
施

行
期
日

）
 

１
 

こ
の
条
例

は
、

規
則
で
定

め
る

日
か

ら
施
行

す
る
。
（

平
成

2
4年

３
月

30
日

規
則
第

3
7
号

で
平
成

2
4
年
４

月
１
日
か

ら
施

行
）
 

１
 

こ
の
条

例
は
、

規
則
で
定

め
る

日
か

ら
施
行

す
る
。
（

平
成
2
4年

３
月

30
日

規
則
第

3
7
号

で
平
成

2
4
年
４

月
１
日
か

ら
施

行
）
 

（
経

過
措
置

）
 

（
経

過
措
置

）
 

２
 

こ
の
条
例

の
施

行
の
際
現

に
改

正
前

の
条
例

第
２
条
第

１
項

の
許

可
を
受

け
て
い
る

者
に

つ
い
て

は
、
な

お
従
前
の

例
に

よ
る

。
 

２
 

こ
の
条

例
の
施

行
の
際
現

に
改

正
前

の
条
例

第
２
条
第

１
項
の
許

可
を
受

け
て
い
る

者
に

つ
い
て

は
、
な

お
従
前
の

例
に

よ
る

。
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パブリックコメント募集結果公表(案) 
 

 

1 
 

「川崎市営霊園」への指定管理者の導入に対する 

パブリックコメント手続きの実施結果について 

 

 

 

１ パブリックコメント実施の経過 

 

市営霊園（緑ケ丘霊園、早野聖地公園）では利用者の皆様の更なるサービス

向上を図るため、民間活力を用いた指定管理者制度の導入を検討しています。 

指定管理者制度の導入による、民間事業者の持つノウハウ、創意工夫により

柔軟できめ細かいサービスが期待できます。 

つきましては、よりよい市営霊園を目指すため、川崎市パブリックコメント

手続条例に基づき、平成２５年２月２６日（火）から３月２７日（水）までの

間、市民の皆様のご意見を募集しましたので、その結果を次の通り公表いたし

ます。 

 

 

２ 意見募集の概要  

 

題名 「川崎市営霊園」への指定管理者制度の導入について

意見募集の 

周知方法 

市政だより、ホームページ、 

資料の設置（川崎、幸、中原、高津、宮前、多摩、麻生区役

所（市政資料コーナー）、かわさき情報プラザ、建設緑政局緑

政部霊園事務所、早野聖地公園） 

意見の募集期間 
平成２５年２月２６日（火）から 

平成２５年３月２７日（水）まで （３０日間） 

意見の提出方法 電子メール、FAX、郵送、持参 

結果の公表方法 ホームページ、かわさき情報プラザ、各区役所 
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パブリックコメント募集結果公表(案) 
 

 

2 
 

３ 意見件数 

 

意見提出数 意見件数 意見提出者数 

電子メール ０ 通 ０ 件 ０ 人 

ＦＡＸ ０ 通 ０ 件 ０ 人 

郵送 １ 通 ７ 件 １ 人 

計 １ 通 ７ 件 １ 人 

 

 

４ ご意見への対応 

 

 パブリックコメントで頂いたご意見は、計画に基づく取組を進める中で検討

するものや、計画案の内容を説明・確認するものであり、今後の霊園行政を進

めるうえで参考とすべきご意見でございましたので、今後の事業推進に活かす

こととして、当初の方針に沿って「川崎市営霊園」への指定管理者制度の導入

を進めてまいります。 

 

【ご意見に対する市の考え方の区分】 

 

A ご意見を踏まえ、計画の内容に反映させたもの 

Ｂ 計画案の趣旨に沿った意見であるもの 

Ｃ 計画に基づく取組を進める中で検討するもの 

Ｄ 計画案や施策に対する要望等であり、計画案や施策の内容を説明・確認す

るもの 

E その他、計画案以外のご要望や、今後の霊園行政を進めるうえでの参考意

見とするもの 

 

【ご意見の項目と対応区分】 

 

項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

市営霊園の運営管理に関すること ０ ０ ２ １ 0 ３ 

その他（霊園行政に対するご要望、参考意見） ０ ０ 0 ０ 4 4 

合 計 ０ ０ ２ １ ４ ７ 

 

  

13



パブリックコメント募集結果公表(案) 
 

 

3 
 

５ 市民意見（要旨）と意見に対する市の考え方 

 

（１）市営霊園の運営管理に関すること（３件） 
 

番号 意見要旨 意見に対する市の考え方 区分

１ 

霊園内の長期間更地の状態の墓地

について、名前や当選番号などの表

示をしてはどうか。きめ細かいチェ

ックをして、適正な管理をお願いし

たい。 

現在、墓所内の維持管理につきまし

ては、墓地使用者が行うこととしてお

り、墓所内に使用者の氏名、当選番号

等を市が表示することは、個人情報の

問題から難しいと考えております。 

しかしながら、使用許可後の墓所が

更地のまま荒れてしまうことは、他の

墓所に迷惑がかかるため、管理料が払

われず縁故者の見つからない墓所に

つきましては、墓所の整理・再募集に

向け、無縁改葬の手続きに着手したと

ころでございます。指定管理者導入後

も無縁改葬の手続きを進め、適正な管

理に努めてまいります。 

Ｃ 

２ 

利用者が憩い癒され、心の潤いを

もたらされる環境の場となり、人々

が集まることのできる霊園として欲

しい。ただし、経費をかけ、便利さ

だけを求め、特に生息する動植物へ

の無関心、自然への理解を欠いた日

常管理の結果、自然を壊すような整

備管理はやめてもらいたい。指定管

理者には、これらの自覚と市による

指導の徹底を希望する。 

日常の維持管理にあたっては、園内

に生息する動植物への影響につきま

して、生物多様性の観点から自然環境

に十分配慮するよう、指定管理者に指

導を徹底してまいります。 

Ｃ 

３ 
指定管理者制度とはどのような組

織、運営を目指すのか。 

指定管理者制度とは、本市から指定

を受けた事業者が公の施設の管理運

営を行うものです。事業者のノウハウ

を活用した創意、工夫による効率的な

運営やお客様への更なるサービス提

供として自主事業を行うことが可能

となります。 

また、指定管理者の募集は、公募を

予定しておりまして、出資法人のほ

か、私企業、民法法人、ＮＰＯ法人を

問わず団体が応募可能です。霊園業務

に精通し、安定かつ継続性を持った、

霊園事業のサービス向上に資する事

業者の選定をしてまいりたいと考え

ております。 

Ｄ 
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パブリックコメント募集結果公表(案) 
 

 

4 
 

 

（２）その他（霊園行政に対するご要望や参考意見について）（４件） 
 

番号 意見要旨 意見に対する市の考え方 区分

４ 

現行の市営墓地募集の申込区分の

中に、市の発展に貢献した住民に、

また、市を故郷として長年居住して

いる人達に報いる意味で、「資格Ⅲ、

在住３０年以上、及び落選５回以上」

等の枠を新たに設けることを提案す

る。 

市営霊園の墓地募集につきまして

は、供給数に限りがあることから市民

の方に限定しており、墓地の公募、抽

選において、ご遺骨が自宅にある方を

優先しております。また、ご遺骨が自

宅にある方で、落選回数４回以上の方

を優遇する制度を設けております。 

在住年数による優遇につきまして

は、現在実施中の優遇措置制度とのバ

ランスをとる必要がございますが、今

後の墓地募集について、検討するうえ

での参考意見とさせていただきます。

E 

５ 

緑ヶ丘霊園の桜について、老木や

台風による倒木で伐採された切り株

から出た新芽が切り捨てられている

が、費用がかかることもあると思う

が、これを育てるなり、移植するな

りして桜並木を維持してもらいた

い。 

緑ヶ丘霊園の桜については調査の

結果、老木により倒木の危険性がある

ものをやむを得ず伐採したものでご

ざいます。今後、桜並木の再生を検討

してまいりたいと存じます。 

また、園内に生息する動植物への影

響につきましては、桜の再生と併せ

て、今後、整備・補修を行っていく際

の参考とさせていただきます。 

Ｅ 

６ 

１１０区付近の溜め池、１１１区

付近の溜まり池について、池や水辺

といった水の要素は重要な意味があ

り、貴重な環境なので、もう少し手

を入れて、動植物が生息できる環境

づくりをしてもらいたい。 

Ｅ 

７ 

緑ヶ丘霊園内に長年、車両が止め

られ人が生活している。霊園の関係

者なのか。管理を明確にしてもらい

たい。 

緑ヶ丘霊園内のホームレスの方々

への対応につきましては、これまで霊

園事務所や公園管理課職員が数回に

わたり面談を行い、区役所保護課や自

立支援センターを紹介するなど、退去

並びに自立支援に向けての指導をし

てまいりましたが、まだ退去には至っ

ていないところでございます。 

ホームレスの方々については、人権

上の配慮も必要なことから、強制的に

退去させることは難しいのが実情で

ございますが、今後とも退去に向けて

粘り強く指導をおこなってまいりま

す。 

Ｅ 
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